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第14期活動計画決まる

昭和63年11月　日本学術会議広報委員会
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　．日本学術会議は，このたび開催した第106回総会において，第14期活動計画と新しい特別委員会の設置を決定しました

ので，その概要をお知らせいたします。
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日本学術会議第106回総会報告

　日本学術会議第106回総会（第14期・第2回）は，10月

19～21日の3日間開催された。

　今回の総会の主な任務は，第14期日本学術会議の活動の

指針となる第14期活動計画を審議し、決定することであっ

たQそのために，　「第14期活動計画（申合せ）」と「臨時

（特別）委員会の設置について（申合せ）」の2っの総会

提案が用意された。

　この2っの提案の内容は，前回の臨時総会（本年7月）

で設置された第14期活動計画委員会が，慎重に審議を重ね

て作成したものであり，またその間に2回の連合部会及び

各部会を開いて各会員の意見を聴取の上，調整したもので
ある。

　この2っの提案については，第1日目の午前中の総会で，

近藤会長から，提案説明が行われるとともに，同日の午後

の各部会で審議が行われた。

　次いで，この2っの提案は，第2日目の午前中の総会の

審議に付され，最終的推敲を期す質疑の後，採決が行われ，

いずれも圧倒的多数の賛成で可決された（第14期活動計画

及び設置された7特別委員会の名称は別掲参照）。

　この総会決定により，新たに設置された7特別委員会に

ついては，第2日目の午後に開催された各部会で，各部ご

とに割り当てられた委員定数により，委員の選出が行われ
た。

　次いで，翌第3日目の午前中には，各特別委員会の第1

回目の会議が開かれ，それぞれ委員長・幹事の選出が行わ

れるとともに，今後の審議予定等について審議がなされる

など，早速その活動が開始された。

　第2日目の午後には，1時から2時間半にわたって「総
会中の自由討議」が行われた。これは，会員のための一種

の勉強会で，総会行事の一環として行われてきたものであ

る。今回は，第14期活動計画案を審議する過程で，会員間

で特に討議が活発に行われ，関心が高かった課題を取り上

げて行われた。まず，島袋嘉昌第3部会員（経営学）から

「学術的・総合研究」について意見の発表の後，関連して，

石井吉徳第5部会員（資源開発工学）から発言があり，続

いて，井口潔第7部会員（外科系科学）から「人間の科学」

について，川田侃第2部会員（政治学）から「紛争学・平和

学」について，中川昭一郎第6部会員（農業総合科学）か

ら「農業・農村問題」について，大島康行第4部会員（生

物科学）から「IGBP（地球圏一生物圏国際協同研究計画）」

について，それぞれ意見の発表が行われた。

第14期活動計画

　我が国の科学・技術は戦後目覚しい発展をとげ，経済の

高度成長とともに，国民生活の向上に多大の貢献をしてき

た。しかしながら，近年世界的規模での経済・社会環境や

地球生態系の激しい変化を背景に，科学・技術の在り方に

様々な問題が生じている。その中には，科学・技術と人間

との係わり方の根源を間い直すようなものや，学問諸分野

の再編成を求めるものも含まれている。また，国際社会に

おける我が国の地位の向上も加わって，学術の面での我が

国の貢献に対する国際的期待はますます強まっている。

　日本学術会議は，創設以来，科学者や学術研究団体との

連携の下に，その目的・職務の遂行に努力し，我が国の学

術研究体制の整備についての重要な勧告等を行い，研究所

の設立などを含めて数々の業績をあげてきた。また，国際

協力事業への参加を始めとして，世界の学界と提携しっつ

学術の進展に貢献してきた。しかしながら，創設後40年を

迎えた現在，学術を取り巻く状況は，国際的にも国内的に

も著しい変化を生じた。このような状況を踏まえて，第14

期日本学術会議は，本会議の創設以来の基本的精神を引き

続き堅持しながら，なお一層の成果をあげるべく努力する

ものである。

　日本学術会議は，我が国の学術に関する重要事項を自主

的に調査審議し，その実現を図る機関としての使命と役割

を確認した上で，会員の科学的知見を結集し，時代の要請

に即応しっっ将来を見通した基本的理念を確立し，我が国

における学術研究の一層の推進を図るために，本会議の本

来の目的を，次の視点から実現することが必要であると認

識した。

　人文・社会及び自然科学を網羅した日本学術会議は，全

学問的視野に立ち，学術研究団体を基盤とする科学者の代

表機関であることを認識して，全科学者の参加と意見の集
約を真摯に図らなければならない。さらに，本会議が集約

した科学者の意見が政策に反映するよう，他の学術関係諸

機関と協議の上，その役割分担を明確にしつつ，これらと

の連携の強化を図る必要がある。

　また，学術研究団体を基盤とする日本学術会議は，関係

ある学術研究団体等から推薦された科学者を中心として構

成される研究連絡委員会の重要性を認識し，その活動を強

化するとともに，学術研究団体の活動を助長し，研究基盤

の強化を図り，高度化する学術の発展に貢献する必要があ
る。

　我が国の科学者を内外に代表する機関である日本学術会
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議は，国際社会における我が国の地位の向上と海外諸国の

期待にこたえて，学術の分野における国際協力を飛躍的に

拡大する必要がある。

　日本学術会議は，真理を探究するという理念に立脚し，

社会に開かれた学術の在り方と国際性を重視し，その健全

な発展を図るため，学問・思想の自由の尊重と研究の創意

への十分な配慮の下に，長期的かつ大所高所の視点に立ち，

創造性豊かな研究を発展させることが必要である。

　日本学術会議は，以上の諸点を踏まえ，科学者の総意を

代表してその精神を高揚し，21世紀に向けで学術体制及び

研究・開発の望ましい在り方を検討して，我が国の学術政

策に指針を与えることにより，国民の期待にこたえるとと

もに，人類の福祉と世界の平和に貢献することを期するも

のである。

1．重点目標　、

　　第14期活動計画の重点目標は，次のとおりとする。

　（1）人類の福祉・平和及び自然との係わりを重視する学

　　術の振興

　　　科学・技術の著しい発展は，人間生活を豊かにする

　　と同時に，現代社会の高度な複雑化とあいまって，人

　　間社会に新たな緊張をもたらし，人類の福祉・平和及

　　び自然環境を脅かすのではないかとの疑念を招いてい

　　る。人類の福祉・平和及ぴ自然との係わりについて十

　　分に配慮しつつ，学術の総合的振興を図ることは，21

　　世紀へ向けての極めて重要な課題である。これは，人

　　文・社会及び自然科学を網羅した本会議の特長を十分

　　に発揮してこそ可能となるものである。学術の振興と

　　発展の人間，社会及び自然への望ましい貢献，好まし

　　くない影響の防止について具体的構想を樹立し，あわ

　　せてこれに対応する社会の体制整備に明確な指針を提

　　示する。

　　　なおまた，今日の社会的現実が提起している複雑な

　　問題を解決するには，既成の個別的研究領域のみでは

　　十分に対応し得ない。直接に関係する研究だけでなく，

　　広く諸科学が積極的に関与すべきであることを十分に

　　考慮し，多くの研究領域が，その独自性を保ち一層の

　　深化を図るとともに，共同の努力を行い，研究の内容，

　　学問体系の変革にまで進むことによって，総合的な研

　　究の在り方を追求することが必要である。

（2）基礎研究の推進と諸科学の整合的発展

　　　学術の発展には，基礎研究の推進が不可欠であるこ

　　とは言をまたない。我が国の学術の国際的地位の確立

　　を目指し，その発展に向けた長期展望・将来計画を策

　　定するための基盤≧なる基礎研究の推進に，積極的に

　　取り組む必要がある。

　　　また，学術の領域は広範多岐であり，それぞれの領

　　域ごとに方法論も異なり，研究者の求めるものに大き

　　な違いがあることを十分に考慮し，それぞれの研究者

　　の声を聞き，それぞれに適した育成策を講ずる必要が

　　ある。それと同時に，学術研究の動向を考慮し，いわ

　　ゆる学際領域や学問の総合化に留意しつっ，諸科学の

　　整合的発展を図ることが重要である。

　　　以上のため，第13期においては，学術研究動向に関

　　する調査研究を行い，我が国の学術水準の国際比較

　　やその発展を阻害する諸因子などを指摘した。今期に

　　おいては，この調査結果を検討しつつ，これを基礎に

　　して，創造性の基礎となる個人の着想を重視し，革新

　　的研究の強化等を積極的に図るとともに，一方におい

　　ては，学術研究体制や社会・産業構造等に内在する創

　　造性を阻む負の要因の解消に向けでの建設的提言を行

1988年12舟

　　うなど，学術の向上発達のための具体的方策を審議提

　　言していくことが必要である。

　（3）国際関係の重視と国際的寄与の拡大

　　　学術研究は，本来，真理の探究を目指す知的活動で

　　あり，その成果は広く人類共通の資産として共有され

　　てきた。そのことから，学術の国際交流は，学術研究

　　にとって内在的な要請であり，その在り方に常に関心

　　を払う必要があることは言うまでもない。

　　　一方で，我が国の国際的地位の向上に伴い，その学

　　術研究が国際的貢献を果たすことに対する要請は，一

　　層強まってきている。特に国際平和の推進や環境問題

　　の解決等，いわゆる地球的あるいは国際的規模の課題

　　について，我が国の研究を充実させつつ，全世界の科

　　学者との協力を拡大することへの要請が増大してきて

　　いる。

　　　国際的あるいは二国間の共同研究，技術協力，技術

　　移転等の在り方は，各国の政治，経済，社会に重大な

　　影響を及ぼす。偏ったナショナリズムの立場を排しつ

　　っ，学術の健全な発展を促進するための国際的コンセ

　　ンサスの追求に我が国も努力をするとともに，相互協

　　力と相互依存の下の国際社会に対応していくために開

　　かれた我が国自体の学術研究体制の整備が求められて

　　いる。

　　　以上のような状況から，本会議が築いてきた国際学

　　術交流・協力の在り方についての諸原則と実績を踏ま

　　えつつ，学術の国際交流・協力の飛曜的な拡充強化を

　　図り，国際的寄与を格段に拡大することが極めて重要

　　である。

2．具体的課題（要旨）

　　次の課題を選定した。

　（1）科学者の倫理と社会的責任

　（2）学術研究の長期的展望

　（3）研究者の養成

　（4）研究基盤の強化と研究の活性化

　（5）学術情報・資料の整備

　（6）学術研究の国際交流・協力の飛躍的拡大

　（7）国際対応への積極的取組み

　（8）平和及び国際摩擦

　（9）人間の科学
　（1Φ　医療技術と社会

　（11）生命科学と生命工学

　（12　農業・農村問題

　（圃　資源・エネルギー問題

　（19　人間活動と地球環境

　（珊　高度技術化社会

3．具体的課題への対処及び臨時（特別）委員会設置の基

　本方針等（省略）

◆今回の総会決定により設置された特別委員会◆

平和及び国際摩擦に関する特別委員会

医療技術と社会に関する特別委員会

生命科学と生命工学特別委員会

農業・農村問題特別委員会

資源・エネルギー問題特別委員会

人間活動と地球環境に関する特別委員会

高度技術化社会特別委員会
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